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森 の国だ より

﹁
目
黒
山
形
関
係
資
料
﹂
重
要
文
化
財
指
定
10
周
年
記
念
講
演
会

５
₁₄

　

５
月
₁₄
日
㈰
、
目
黒
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
「
目

黒
山
形
関
係
資
料
」
重
要
文
化
財
指
定
₁₀
周
年
記
念

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
目
黒
の
建
徳
寺

が
所
有
す
る
「
目
黒
山
形
関
係
資
料
」
は
、
江
戸
時

代
初
期
の
山
争
い
を
契
機
と
し
て
作
成
さ
れ
た
裁
判

資
料
で
あ
り
、
目
黒
山
形
と
呼
ぶ
木
彫
り
の
立
体
地

形
模
型
と
敷し
き

絵え

図ず

、
判
決
文
の
記
さ
れ
た
裁さ

い

許き
ょ

絵え

図ず

、

そ
し
て
こ
れ
に
関
連
す
る
古こ

文も
ん

書じ
ょ

２
０
７
点
が
国
の

重
要
文
化
財
と
し
て
平
成
₁₉
年
６
月
８
日
に
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
平
成
₂₁
年
度
か
ら
は
建
徳
寺
が
主

体
と
な
っ
て
、
国
・
県
・
町
の
補
助
事
業
と
し
て
８

年
の
歳
月
を
か
け
て
修
理
・
修
復
作
業
を
行
い
、
今

年
３
月
に
無
事
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
ひ
と
つ
に
こ
の
貴
重
な
地

域
の
宝
を
適
正
な
形
で
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
の
修

理
方
法
に
つ
い
て
、
ま
た
も
う
ひ
と
つ
に
は
本
資
料

の
歴
史
的
な
価
値
と
今
後
の
利
活
用
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
を
２
大
テ
ー
マ
と
し
本
資
料
の
修
理
を
担
当

し
た
国
宝
修
理
装そ
う

こ
う
師し

連
盟
の
藤ふ
じ

井い

良よ
し

昭あ
き

先
生
、

ま
た
現
在
、
目
黒
地
域
で
の
文
化
的
景
観
調
査
事
業

に
お
い
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
京
都
府
立
大

学
文
学
部
の
上う
え

杉す
ぎ

和か
ず

央ひ
ろ

先
生
の
２
名
に
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

藤
井
先
生
の
講
演
で
は
、
文
化
財
の
種
類
に
関
す

る
説
明
か
ら
始
ま
り
、
文
化
財
の
損
傷
の
原
因
、
修

理
の
基
本
的
な
考
え
方
、
修
理
に
用
い
る
諸
材
料
や

諸
道
具
、
具
体
的
な
修
理
工
程
な
ど
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
修
理
に
使
用
す
る
材
料

を
紙
づ
く
り
か
ら
行
っ
た
り
、
伝
統
的
な
糊の
り

を
使
用

し
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
次
の
段
階
の
修
理
を
見
す

え
た
天
然
素
材
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
が
垣
間
見
え
、
ま

た
作
業
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
虫
く
い
穴
を
手
作
業
で

埋
め
て
い
く
と
い
っ
た
非
常
に
細
か
く
繊
細
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
杉
先
生
の
講
演
で
は
、
専
門
で
あ
る
歴
史
地
理

学
と
い
う
研
究
分
野
か
ら
の
お
話
で
、
山
形
（
模
型
）

や
絵
図
の
中
に
見
ら
れ
る
山
々
の
表
現
や
測
量
台
帳

の
中
の
記
述
か
ら
、
江
戸
時
代
の
植
生
状
況
が
復
元

可
能
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
各
資
料

に
認
め
ら
れ
る
測
量
方
法
が
「
小こ

丸ま
る

」
と
呼
ば
れ
る

測
量
機
器
を
使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
日
本
最
古
の

事
例
と
な
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
催
し
で
は
、
同
時
に
目
黒
ふ
る
さ
と
館
で

目
黒
山
形
、
敷
絵
図
、
古
文
書
を
、
講
演
会
場
で
裁

許
絵
図
を
特
別
に
展
示
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
修
理

で
よ
み
が
え
っ
た
本
物
の
資
料
を
間
近
で
観
察
し
な

が
ら
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
地
元
の
歴
史
・
文
化
を
見
つ
め
直
す
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲特別展示の様子

▼講演会の様子
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森 の国だ より

住
民
座
談
会

５
₁₈～

　

５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
町
内
₁₀
か
所
に
お
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
す
る
目
的
で
、
住
民
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
町
長
か
ら
の
町
政
運
営
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
町
内
観
光
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
・
農
林
業
・
農
業
後
継
者

問
題
に
つ
い
て
・
空
き
家
問
題
等
の
今
後
の
町
政
運
営
に
対
し
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
部
落
要
望
書
に
併
せ
て
お
伺
い
し
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
現
場
視
察
を
行
い
で
き
る
も
の
か
ら
予
算
化
し
、
適
切
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

奥
野
川
消
防
詰
所
　
引
渡
式

５
₃₁

　

５
月
₃₁
日
㈬
、
奥
野
川
で
消
防
車
庫
兼
詰
所
の
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
野
町
消
防
団
第
３
分
団
第
３
部
（
奥
野
川
）
の
消
防
車
庫
兼
詰
所
は
、
老
朽
化
に
よ

る
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
今
回
、
地
域
の
消
防
力
の
向
上
の
た
め
消
防

拠
点
施
設
と
し
て
新
築
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

引
渡
式
に
は
、
奥
野
川
部
落 
西
村
区
長
、
町
消
防
団
の
幹
部
が
出
席
し
、
坂
本
町
長
か

ら
町
消
防
団 

岡
本
団
長
に
引
渡
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
車
庫
兼
詰
所
は
、
木
造
２
階
建
て
瓦
棒
葺
き
構
造
で
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
防
災
・
減
災
活
動
を
は
じ
め
、
近
い
将
来
高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
な
災
害
に
対
し
て
も
、
町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
大
い
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲消防車庫兼詰所

▲引渡式の様子
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森 の国だ より

第
12
回
宇
和
島
市
・
北
宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

５
₃₁～

　

５
月
₃₁
日
㈬
、
６
月
１
日
㈭
に
宇
和
島
市
・
北
宇
和
郡
内
の
各

会
場
で
、
第
₁₂
回
宇
和
島
市
・
北
宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
、
松
野
中
学
校
か
ら
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
女
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、軟
式
野
球
部
、男
女
柔
道
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
選
手
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

勝
利
を
目
指
し
て
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
野
中
学
校
の
主
な
結
果（
県
大
会
出
場
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
団
体
の
部
︼

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

優
勝
（
₁₁
連
覇
）

︻
個
人
の
部
︼

　

柔
道
男
子　

₅₅
㎏
級　
　

谷
口　

壮
太　

２
位

 
 
 
 
 
 

 

₆₆
㎏
級　
　

松
崎　

凌
也　

３
位

　
　
　
　
　
　

 

₇₃
㎏
級　
　

関
本　

太
一　

２
位

　

柔
道
女
子　
　
　
　
　
　

山
田　

優
花　

３
位
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森 の国だ より

蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

６
３

　

６
月
３
日
㈯
、
目
黒
地
区
の
風
物
詩
「
蛍
の

畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
₁₂
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
今

年
は
５
年
ぶ
り
に
晴
天
に
恵
ま
れ
大
勢
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

主
催
の
目
黒
の
里
ホ
タ
ル
愛
好
会
と
目
黒
地

区
で
は
、
統
廃
合
に
よ
り
南
小
学
校
が
今
年
度

末
で
閉
校
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
は
も

と
よ
り
当
初
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
大
学
生
や
各

団
体
等
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
も
大
勢
訪
れ
、
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

南
小
学
校
児
童
６
人
の
発
表
で
は
、
一
人
ひ

と
り
が
目
黒
の
風
景
を
題
材
と
し
た
作
品
の
発

表
や
合
唱
、
各
出
演
者
と
の
競
演
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
を
目
黒
の
風
景
に
ふ
さ
わ
し
い
雰

囲
気
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、

南
小
児
童
と
Ｏ
Ｂ
、
歴
代
学
校
関
係
者
、
ゆ
ず

の
香
り
、
そ
し
て
会
場
の
皆
さ
ん
で
歌
っ
た
「
南

小
校
歌
大
合
唱
」
は
心
に
残
る
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
南
小
児
童
に
よ
っ
て
手
づ
く
り
灯
籠

の
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
美
し
い
散
歩

道
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
沿
い
に
舞
う
美
し
い
ホ
タ
ル
を
満

喫
で
き
る
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
大
好
評
で

し
た
。

　

目
黒
地
区
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
山
里
の
原
風

景
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

南小校歌を大合唱
南小全児童の発表

ワイワイ・スティールバンド

目黒の写真展

手づくりの灯籠
点灯式

フォークバンド「ゆずの香り」

和太鼓「鬼城太鼓＆森風」

ライトアップされた「蛍の畦道」
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ま
ち
の
投
句
箱

山
鳩
の
鳴
き
声
ひ
び
き
み
ど
り
の
日 

赤
松　
　

午
子

葉
桜
や
一
人
降
り
た
る
無
人
駅 

稲
谷　

キ
ミ
コ

万
歩
計
五
色
の
ポ
ピ
ー
風
に
揺
れ 

上
田　

美
智
子

土
手
い
ち
め
ん
茅つ
ば

花は
な
な
が流
し
や
日
が
沈
む 

岡
本　
　

三
葉

母
の
日
や
宅
急
便
で
届
く
花 

竹
内　

サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

生
涯
を
一
村
に
住
み
蛙
聞
く 

伊
井　

は
じ
め

は
れ
ば
れ
と
こ
ま
ご
ま
と
摘
み
一
番
茶 

伊
藤　
　

富
子

崩
れ
散
る
止
め
る
す
べ
な
き
白
牡
丹 

岡
本　
　

京
子

老
い
き
れ
る
植
田
の
管
理
子
に
伝
へ 

金
谷　
　

恵
子

川
の
辺
の
一
面
覆
ふ
著
莪
の
花 

金
谷　
　

重
子

猫
膝
に
抱
き
て
孤
独
や
風
薫
る 

金
谷　
　

文
恵

遠
足
の
青
年
教
師
殿
に 

谷　
　

き
よ
し

山
寺
の
鐘
音
鈍
し
黄
砂
降
る 

ひ
の　

た
い
ら

卯
月
末
幻
し
に
見
た
白
馬
来
る 

古
谷　
　
　

香

初
夏
の
山
ハ
ス
キ
ー
ボ
イ
ス
で
鳴
く
鳥
よ 

山
下　

ス
ミ
子

　

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
は
、
故

郷
を
同
じ
く
す
る
方
々
、
ま
た
、

松
野
町
を
応
援
し
た
い
と
い
う
皆

さ
ん
で
組
織
さ
れ
、
関
東
支
部
、

関
西
支
部
、
四
国
支
部
の
３
支
部

で
、
３
０
０
名
を
越
え
る
会
員
の

皆
さ
ん
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
₂₂
日
㈪
、
三
重
県
津
市
の

白
山
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

で
関
東
支
部
と
関
西
支
部
合
同
で

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
₂₁
日
㈰
に
は
、
参
加
者
の
相

互
交
流
を
行
う
親
睦
会
も
開
催
さ

れ
、
松
野
町
へ
の
提
言
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
₁₉
人
の
参
加
が
あ
り
、

入
賞
者
に
は
、
松
野
町
の
森
の
国

ガ
ラ
ス
工
房
製
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と

副
賞
と
し
て
松
野
町
の
特
産
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　

優　

勝　
　
　
　
　

井　

上　

日
出
夫

　
　

準
優
勝　
　
　
　
　

猪
野
木　

詩　

朗

　
　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　

石　

塚　

照　

久

　

ま
た
、
森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
で
は
、
８
月
₁₂
日
㈯
に
大
同
窓
会

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
松
野
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
や
我
こ
そ
は
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
当
応

援
団
に
入
団
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
事
務
局　

☎
₄₂
・
１
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課

　

蕨
生
谷
口
組
で
は
、
地
域
全
体
で
の
美
化

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
年
齢
を
超
え
て
地
域
で
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
や
、
地
域
に
潤
い
を
も
た
ら
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
地
域
住
民
に
よ
り
国
道
３
８
１

号
線
沿
い
の
花
壇
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
サ

ル
ビ
ア
、
日
々
草
、
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
コ

リ
ウ
ス
な
ど
の
花
が
き
れ
い
に
並
ん
で
お
り
、

６
月
末
ま
で
が
見
頃
だ
そ
う
で
す
。
次
の
活

動
は
₁₀
月
頃
で
、
今
後
も
地
域
の
美
化
に
積

極
的
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

近
く
を
お
通
り
の
際
に
は
、
国
道
沿
い
に

並
ん
だ
き
れ
い
な
花
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

優
秀

薔
薇
園
の
マ
ス
タ
ー
寡
黙
風
渡
る大

洲
市　
　

清
水　

星
凜

古
書
店
の
特
価
の
札
や
燕
来
る宇

和
島
市　
　

今
城　
　

城

つ
り
を
す
る
兄
ち
ゃ
ん
を
ま
つ
花
ぐ
も
り

松
山
市　
　

中
原　

り
の

佳
作

風
薫
る
河
後
森
城
の
頂
上
に

大
洲
市　
　

高
籏　

真
弓

氏
素
性
語
ら
ぬ
別
れ
遍
路
宿

八
幡
浜
市　
　

二
宮　

節
女

朝
め
し
の
茶
漬
に
添
へ
る
花
菜
漬

八
幡
浜
市　
　

前
田　

一
夘

城
跡
へ
辿
る
細
道
若
葉
風

大
洲
市　
　

冨
永
チ
ヅ
子

来
て
み
れ
ば
青
葉
風
吹
く
不
器
男
館

四
万
十
市　
　

多
賀　

連
児

葉
桜
や
少
年
達
が
駆
け
て
行
く

須
崎
市　
　

野
中　

泰
風

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
五
月
投
句
分

ふ
る
さ
と
応
援
活
動
を
展
開
中
！

「
森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
」
関
東
・
関
西
支
部
交
流
会

地
域
の
美
化
活
動
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世帯数　₂,₀₄₅世帯（前月比＋₁₂世帯）

総人口　₄,₁₂₁人 （前月比＋₂人）
男₁,₉₅₀人　女₂,₁₇₁人

【５月中の移動】
　　○出　生　１人　○死　亡　７人
　　○転　入　₃₂人　○転　出　₂₄人

平成29年５月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

　

松
野
中
学
校
は
今
年
で
創
立
₅₀
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
節
目
の
年
に
記
念
行

事
と
し
て
、
各
運
動
部
活
動
の
招
待
試

合
や
記
念
体
育
祭
、
記
念
式
典
及
び
文

化
祭
、
え
ひ
め
国
体
応
援
、
そ
し
て
、

記
念
誌
の
発
行
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
記

念
誌
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
地
域
の
皆

さ
ん
に
お
願
い
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ペ
ー
ジ
を
飾
る
写
真
に

使
う
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
探
し
て
い
ま

す
。
年
度
は
、
昭
和
₄₄
、
₄₇
、
₅₅
年
度
、

平
成
7
、
₁₄
年
度
の
５
冊
で
す
。
７
月

末
ま
で
に
情
報
を
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
記
念
誌
発
行
に
向
け
て

寄
付
を
募
り
ま
す
。
一
口
２
，
０
０
０

円
で
、
何
口
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
寄
付

い
た
だ
い
た
方
に
は
記
念
誌
を
進
呈
し

ま
す
。
受
付
期
間
は
11
月
末
ま
で
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、松
野
中
学
校
（
教
頭
：

松
本
）
☎
₄₂
・
０
０
１
２
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
野
町
立
松
野
中
学
校
創
立
₅₀
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会　
　
　
　

会
長　
　

吉
本　

純
二

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

松
　
丸
　
古
川
　
菊
惠
　 

90
歳

延
野
々
　
岡
村
ト
ク
ヱ
　 

86
歳

豊
　
前
　
松
田
　
靜
枝
　 

94
歳

目
　
黒
　
田
﨑
キ
ワ
ヱ
　 

95
歳

吉
　
野
　
福
溜
ト
モ
ヱ
　 

84
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

古
島
　
弘
恵
　
　
宇
和
島
市

田
崎
　
哲
男
　
　
松
野
町

小
野
川
重
利
　
　
八
幡
浜
市

福
溜
　
時
雄
　
　
今
治
市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）　
　 

（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々
　
上
田
　
幸
世
　
　
七な

お

か
桜
香
　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
七
恵

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

祝　
松
野
中
学
校　
創
立
₅₀
周
年
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

︻
日

時
︼　

７
月
₁₀
日
㈪
₁₀
時
〜
₁₂
時

︻
場

所
︼　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

︻
内    

容
︼　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

︻
相 

談 

者
︼　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

︻
日    

時
︼　

７
月
₁₀
日
㈪
₁₀
時
〜
₁₂
時

︻
場    

所
︼　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

︻
内    

容
︼　

心
配
ご
と
相
談

︻
相 

談 

者
︼　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

︻
日    

時
︼　

７
月
₁₀
日
㈪
₁₀
時
〜
₁₂
時

︻
場    

所
︼　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

︻
内    

容
︼　

人
権
相
談

︻
相 

談 

者
︼　

人
権
擁
護
委
員

県
職
員
（
選
考
職
）
採
用
試
験

　

県
で
は
、
次
の
と
お
り
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験

資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
公
営
管
理
局
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
募
集
職
種
及
び
採
用
人
数
︼　

　

看
護
師　
　
　
　
　

₇₇
名
程
度

　

診
療
放
射
線
技
師　

１
名
程
度

　

理
学
療
法
士　
　
　

２
名
程
度

　

作
業
療
法
士　
　
　

３
名
程
度

　

言
語
聴
覚
士　
　
　

１
名
程
度

　

臨
床
工
学
技
士　
　

１
名
程
度

︻
申
込
期
限
︼　

７
月
４
日
㈫

︻
試
験
日
︼　

７
月
₁₅
日
㈯
、
₁₆
日
㈰

︻
問
い
合
わ
せ
先
】
県
公
営
企
業
管
理
局
総
務
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
９
０

放
送
大
学
₁₀
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅

広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
₂₉
年
₁₀
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

　これから₁₀月までは、梅雨等の集中豪雨、台風等の起きや
すい「出水期」です。
　県では、例年、土砂災害危険箇所のパトロールを実施して
おり、６月₁₃日㈫に、南予地方局建設部管内のパトロール出
発式が行われました。
　６月₁₄日㈬には、町建設環境課・防災安全課の職員も同行
して町内の土砂災害危険箇所のパトロールが実施され、県に
よる今後の具体的な対応を要望しました。

日頃から水害、土砂災害へ備えましょう。
・非常用持出袋の中身を確認しましょう。
・指定避難所や避難経路を確認しましょう。
・  警報等が発令された場合には、早めの避

難行動を行いましょう。

防災コーナー

農業委員会だより（７月号）
　

５
月
10
日
㈬
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
、
太
田
善
英
さ
ん
、
恒
吉
さ
ん
親
子
に
よ
る
家

族
経
営
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経
営
に
携
わ
る
家
族

が
、
意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
農
業
経
営
に
参
画
で

き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
経
営
方
針

や
役
割
分
担
、
就
業
体
制
等
に
つ
い
て
十
分
に
話
し
合

い
、
そ
の
結
果
を
農
業
委
員
会
会
長
等
の
立
会
い
の
も

と
、
協
定
と
し
て
正
式
に
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
に
ご
興
味
の
あ
る
営
農
者
や
ご
家

族
の
方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
₄₂
・
１
１
１
４

家
族
経
営
協
定
の
締
結
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

協定を締結された太田善英さんと恒吉さん親子
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し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

︻
募
集
学
生
の
種
類
︼

・
教
養
学
部

　

  

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

  

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

  

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す
）

・
大
学
院

　

  

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

  

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

︻
出
願
期
間
︼　

〜
８
月
₃₁
日
㈭
、
９
月
1
日
㈮
〜
９
月
₂₀
日
㈬

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

〒
７
９
０

｜

０
８
２
６　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
８
５
４
４

︻
Ｈ　
　

Ｐ
】http://w

w
w

.ouj.ac.jp

各
種
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
、
次
の
要
領
で
自
衛
官

を
募
集
し
ま
す
。

１　

自
衛
官
候
補
生
︵
任
期
制
自
衛
官
︶

︻
受
験
資
格
︼　

₁₈
歳
か
ら
₂₇
歳
未
満
の
方

︻
試
験
日
︼　

　

８
月
₂₄
日
㈭
〜
₂₇
日
㈰
内
１
日
（
高
校
生
を
除
く
。）

　

９
月
₂₀
日
㈬
〜
₂₃
日
㈯
内
１
日
（
高
校
生
を
含
む
。）

︻
試
験
地
︼　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

２　

一
般
曹
候
補
生

︻
受
験
資
格
︼　

₁₈
歳
か
ら
₂₇
歳
未
満
の
方
（
高
在
生
を
含
む
。）

︻
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
︼

　

９
月
₁₆
日
㈯
（
宇
和
島
市
役
所
）

　

９
月
₁₇
日
㈰
、
₁₈
日
㈪
（
松
山
大
学
）

３　

航
空
学
生
︵
海
空
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
︶

︻
受
験
資
格
︼　

高
卒
（
見
込
含
む
。）
で
₂₁
歳
未
満
の
方

︻
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
︼

　

９
月
₁₈
日
㈪
（
松
山
大
学
）

︻
受
付
期
間
︼

　

７
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
日
㈮

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
宇
和
島
地
方
合
同
庁
舎
）

　

☎
₂₃
・
５
４
３
１

平
成
₂₉
年
度
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
日
程
で
海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

︻
課　
　

程
︼　 

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
、航
空
、情
報
シ
ス
テ
ム
、

管
制
、
海
洋
科
学

︻
受
験
資
格
︼　

① 

平
成
₂₉
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て

い
な
い
方
及
び
平
成
₃₀
年
３
月
ま
で
に
高
校
又
は
中
等
教

育
学
校
卒
業
見
込
み
の
方

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
方

︻
受
付
期
間
︼

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
₁₈
日
㈫
〜
７
月
₂₇
日
㈭

　

郵
送
又
は
持
参　
　

７
月
₁₈
日
㈫
〜
７
月
₂₀
日
㈭

︻
一
次
試
験
︼　

９
月
₂₄
日
㈰

　

 

基
礎
能
力
試
験
「
多
肢
選
択
式
」、
学
科
試
験
「
多
肢
選
択

式
」（
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
を
除
く
）、
作
文
試
験
（
船

舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
の
み
）

︻
二
次
試
験
︼　

₁₀
月
₁₇
日
㈫
〜
₁₀
月
₂₆
日
㈭

　
 

人
物
試
験
（
航
空
課
程
を
除
く
）、
身
体
検
査
、
身
体
測
定
、

体
力
検
査

︻
三
次
試
験
︵
航
空
課
程
の
み
︶︼　

₁₂
月
２
日
㈯
〜
₁₂
月
₁₀
日
㈰

人
物
試
験
、
身
体
検
査
、
適
性
検
査

︻
合
格
者
発
表
日
︼　

一
次
試
験　

平
成
₂₉
年
₁₀
月
₁₁
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　

二
次
試
験　

平
成
₂₉
年
₁₁
月
₂₁
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

三
次
試
験　

平
成
₃₀
年
１
月
₁₈
日
㈭

【
問
い
合
わ
せ
先
︼　

宇
和
島
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
₂₂
・
１
５
９
１

巡
回
相
談
に
つ
い
て

　

県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回
相
談
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
相
談
が
あ
る
方
は
、
７
月
₁₄
日
㈮
ま
で
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
日　
　

時
︼　

８
月
３
日
㈭
₁₃
時
〜
₁₅
時（
診
察
は
₁₄
時
か
ら
）

︻
場　
　

所
︼　

松
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

成
人
検
診
室

︻
相
談
内
容
︼　 

補
装
具
、
更
生
医
療
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

に
係
る
相
談
（
整
形
外
科
医
師
が
同
行
）

︻
そ
の
他
︼　 

相
談
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

松
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

☎
₄₂
・
０
７
０
８

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

里
親
と
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
て
愛

情
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
里
親
に
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
方
に
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
す
る
制
度
で
、

里
親
手
当
の
支
給
等
が
あ
り
ま
す
。

　

県
は
、
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

里
親
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
予
子
ど
も
・
女
性
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
︼　

〒
７
９
８

｜

０
０
６
０　

宇
和
島
市
丸
之
内
３
丁
目
１

｜

₁₉

南
予
子
ど
も
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
児
童
相
談
所
）

☎
₂₂
・
１
２
４
５

自
動
車
事
故
被
害
者
の
た
め
の
病
院
及
び
支
援
制
度

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）

で
は
、
自
動
車
事
故
被
害
者
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

脳
挫
傷
に
よ
る
重
度
の
意
識
障
が
い
の
方
（
遷
延
性
意
識

障
が
い
）
の
治
療
・
看
護
に
特
化
し
た
病
院
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
入
院
期
間
は
、
概
ね
３
年
以
内
で
す
。

　
「
脳
」、「
脊
髄
」、「
協
腹
部
臓
器
」
に
重
度
後
遺
障
が
い
を

負
い
、
在
宅
介
護
を
受
け
て
い
る
被
害
者
の
方
に
、
障
が
い

の
程
度
に
応
じ
た
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

※
介
護
料
の
支
給
に
は
様
々
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
直
接
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺
障
が
い
を
負
っ

た
家
族
（
生
活
困
窮
家
庭
）
の
お
子
様
に
対
し
て
、
無
利
子

で
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。（
中
学
卒
業
ま
で
）

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

愛
媛
支
所　

松
山
市
井
門
町
１
０
８
１

｜

１

県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
１
階

☎
０
８
９

・

９
６
０

・

０
１
０
２

℻
０
８
９

・

９
６
０

・

０
１
０
３

︻
Ｈ　
　

Ｐ
︼http://w

w
w

.nasva.go.jp/
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Informationお し ら せ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
が
始

ま
り
ま
す
。
電
子
申
請
の
場
合
、
₂₄
時
間
申
告
・
納
付
が
可

能
で
す
。
申
告
と
納
付
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

︻
期　
　

間
︼　

６
月
１
日
㈭
〜
７
月
₁₀
日
㈪

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

え
ひ
め
無
事
故
・
無
違
反
１
２
３
コ
ン
テ
ス
ト

”２
０
１
７
“
参
加
チ
ー
ム
募
集
！

　

参
加
・
実
践
型
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
運
転
免

許
を
お
持
ち
の
５
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
１
２
３
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
表
彰
状
の
ほ
か
、
旅
行
券
な
ど
の

賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

︻
募
集
期
間
︼　

７
月
１
㈯
〜
８
月
₃₀
㈬
※
当
日
消
印
有
効

︻
実
施
期
間
︼　

８
月
₃₁
㈭
〜
₁₂
月
₃₁
㈰
の
１
２
３
日
間

︻
参
加
費
︼　

１
人
あ
た
り
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
チ
ー
ム
５
，
０
０
０
円
）

︻
申
込
方
法
︼ 　 

警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
、
市
町
役
場
の
窓

口
に
備
え
つ
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
最
寄
り
の
郵
便
局
に
て
申

込
み
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

県
消
防
防
災
安
全
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
２
１

み
ん
な
で
出
か
け
ま
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
）

　

そ
れ
ぞ
れ
が
使
っ
て
い
る
冷
房
を
消
し
、
み
ん
な
で
ひ
と

つ
の
部
屋
や
場
所
に
集
ま
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
を

進
め
ま
し
ょ
う
！
期
間
中
、
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ

る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
期　
　

間
︼　

７
月
〜
９
月　

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

県
環
境
政
策
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
９

︻
Ｈ　
　

Ｐ
︼　

http://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/kankyou/k-hp/them
e/

ondanka/dekakem
a-share/ikim

a-share.htm
l

夏
休
み
特
別
企
画
「
裁
判
員
裁
判
体

験
ツ
ア
ー
」
開
催
の
お
し
ら
せ

　

松
山
地
方
裁
判
所
で
は
、
県
内
の
小
学
５
、
６
年
生
を
対

象
に
実
際
の
法
廷
を
使
っ
た
刑
事
模
擬
裁
判
な
ど
を
行
う
「
裁

判
員
裁
判
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
模
擬
裁
判
員
裁
判
を
体
験
し
た
り
、
裁
判
官

に
質
問
し
た
り
し
て
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︻
日　
　

時
︼　

８
月
９
日
㈬
₁₃
時
₁₅
分
〜
₁₆
時
₃₅
分

︻
場　
　

所
︼　

松
山
地
方
裁
判
所

　

※ 

裁
判
所
の
駐
車
場
が
狭
い
た
め
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

︻
対
象
者
︼　

県
内
の
小
学
５
、
６
年
生

︻
募
集
人
数
︼　

₃₀
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
参
加
費
︼　

無
料

︻
申
込
方
法
︼

　

次
の
宛
先
ま
で
、
往
復
は
が
き
に
必
要
記
載
事
項
を
記
載

の
上
、
郵
送
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
申
込
の
方
法
は
、
郵

送
（
往
復
は
が
き
）
に
よ
る
方
法
の
み
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
は
３
人
ま
で
で
す
。（
４
人

以
上
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
全
員
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

●
宛
先

　

〒
７
９
０

｜

８
５
３
９　

松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３

｜

８

　

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
「
裁
判
員
裁
判
体
験
ツ
ア
ー
」
係

●
必
要
記
載
事
項

　

往
信
用
裏
面

　

 　

参
加
希
望
者
の
①
住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
③
電

話
番
号
、
④
学
校
名
、
⑤
学
年
、
⑥
同
伴
す
る
保
護
者
の

有
無
（
有
の
場
合
、
保
護
者
の
氏
名
及
び
参
加
希
望
者
と

の
続
柄
）

　

返
信
用
表
面

　

 　

参
加
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
の
場
合
は
代
表

者
）
の
住
所
、
氏
名

︻
受
付
期
間
︼　

７
月
３
日
㈪
〜
７
月
₁₄
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
９
・
９
０
３
・
４
３
７
９

︻
Ｈ　
　

Ｐ
︼　http://w

w
w

.courts.go.jp/m
atsuyam

a/

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

　

土
地
・
建
物
に
つ
い
て
、
売
買
等
に
よ
っ
て
所
有
者
が
変

わ
れ
ば
、
法
務
局
に
所
有
権
移
転
登
記
を
提
出
し
な
れ
け
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、「
相
続
」
の
場
合
も
同
様
で
す
。
相

続
登
記
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
手
続
き
が

ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
こ
の
空
き
家
は
誰
の
所
有
だ
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
、
円
滑
な
不
動
産
取
引
等
の
妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
相
続
登
記
を
早
め
に
済
ま
せ
る
こ
と
で
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

法
務
局
で
は
、
本
年
５
月
₂₉
日
㈪
か
ら
「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
法

務
局
に
相
続
人
の
方
か
ら
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

登
記
官
が
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
認
証
文
付
き
の
「
法
定

相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
」
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
を

様
々
な
相
続
手
続
き
に
も
利
用
し
、
相
続
手
続
き
に
関
す
る

負
担
を
軽
減
し
て
い
く
も
の
で
す
。
法
務
局
に
対
す
る
手
数

料
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
速
や
か
な
相
続
登
記
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
】
松
山
地
方
法
務
局　

宇
和
島
支
局

☎
₂₂
・
０
７
７
０

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

　

概
要
説
明
（
科
目
、
資
格
、
就
職
先
等
）
と
実
習
風
景
の

見
学
や
体
験
を
通
し
て
、
進
路
選
択
の
参
考
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

︻
科　
　

目
︼　

高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
２
年
間
課
程

　
　
　
　
　
　

 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
自
動
車
整
備
科
、
メ

タ
ル
技
術
科

︻
実
施
日
程
︼　

７
月
₂₈
日
㈮
９
時
〜
₁₂
時
【
体
験
型
】

　
　
　
　
　
　

８
月
₂₅
日
㈮
９
時
〜
₁₂
時
【
見
学
型
】

　
　
　
　
　
　

９
月
₃₀
日
㈯
９
時
〜
₁₂
時
【
体
験
型
】

　
　
　
　
　
　

₁₀
月
₂₇
日
㈮
９
時
〜
₁₂
時
【
見
学
型
】

　
　
　
　
　
　

11
月
₂₄
日
㈮
９
時
〜
₁₂
時
【
見
学
型
】

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校　

〒
７
９
８

｜

０
０
６
０　

新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３

｜

２

☎
０
８
９
７
・
₄₃
・
４
１
２
３

℻
０
８
９
７
・
₄₁
・
９
８
８
０
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海
外
で
の
語
学
研
修
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、

農
林
業
等
に
係
る
技
術
研
修
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
活

用
く
だ
さ
い
。

︻
助
成
対
象
者
︼

１　

語
学
研
修
生

　

⑴ 

要
件　

本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
海
外
に
お
い
て
語

学
を
研
修
す
る
方

　

⑵
補
助
対
象
経
費

　
　

・  

渡
航
に
要
す
る
往
復
の
旅
費（
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
を
除
く
）

　
　

・   

現
地
交
通
費
・
宿
泊
費
・
食
費
・
出
入
国
税
及
び
空
港
税

　
　

・  

旅
行
傷
害
保
険
料（
任
意
の
旅
行
傷
害
保
険
料
を
除
く
）

　

⑶
補
助
率
等　

１
／
２
（
限
度
額
₃₀
万
円
）

２　

国
際
理
解
教
育
習
得
の
た
め
の
留
学
生

　

⑴ 

要
件　

本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
海
外
に
お
い
て
国

際
理
解
教
育
習
得
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う
方

　

⑵ 

補
助
対
象
経
費

　
　

・
渡
航
に
要
す
る
往
復
の
旅
費
（
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
を
除
く
）

　
　

・
現
地
交
通
費
・
宿
泊
費
・
食
費
・
出
入
国
税
及
び
空
港
税

　
　

・
旅
行
傷
害
保
険
料
（
任
意
の
旅
行
傷
害
保
険
料
を
除
く
）

　

⑶
補
助
率
等　

１
／
２
（
限
度
額
₃₀
万
円
）

３　

農
林
業
等
研
修
生

　

⑴ 

要
件　

本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
産
業
振
興
の
た

め
の
担
い
手
と
し
て
技
術
研
修
を
行
う
方

　

⑵ 
補
助
対
象
経
費

　
　

・
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
・
旅
費
・
宿
泊
費

　

⑶
補
助
率
等　

２
／
３
（
限
度
額
₁₀
万
円
）

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
課　

☎
₄₂
・
１
１
１
８

　

農
林
振
興
課　

☎
₄₂
・
１
１
１
４

平
成
₂₉
年
度
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て

　
（
一
社
）
県
猟
友
会
事
務
局
で
は
、
平
成
₂₉
年
度
狩
猟
免
許

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

︻
日
時
・
場
所
︼

南
予
第
１
会
場　

８
月
１
日
㈫
９
時
〜

　

南
予
地
方
局
7
階
大
1
、
第
2
会
議
室　

宇
和
島
市
天
神
町

南
予
第
５
会
場　

９
月
３
日
㈰
９
時
〜

　

南
予
地
方
局
7
階
大
会
議
室　

宇
和
島
市
天
神
町

︻
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

南
予
地
方
局
森
林
林
業
課　

☎
₂₂
・
３
１
６
３

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

平
成
₂₉
年
度
狩
猟
免
許
試
験
（
初
心

者
）
予
備
講
習
会
に
つ
い
て

　
（
一
社
）
県
猟
友
会
で
は
、
狩
猟
免
許
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
目
的
で
、「
狩
猟
免
許(

初
心
者)

予
備
講
習
会
」
を
実
施
し

ま
す
。
狩
猟
免
許
試
験
の
合
格
を
目
指
す
方
に
お
勧
め
し
ま

す
。

︻
申
込
期
間
︼　

先
着
順
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

︻
日
時
・
場
所
︼

７
月
９
日
㈰
９
時
₃₀
分
〜

　

県
歴
史
文
化
博
物
館　

西
予
市
宇
和
町
卯
之
町

７
月
₁₆
日
㈰
９
時
₃₀
分
〜 

　

新
居
浜
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

新
居
浜
市
繁
本
町

７
月
₂₃
日
㈰
９
時
₃₀
分
〜

　

県
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー　

松
山
市
北
持
田
町

︻
講
習
内
容
︼ 　

網
猟
・
わ
な
猟
免
許
、
第
１
種
・
第
２
種
狩

猟
免
許

︻
受
講
料
︼　

８
，
０
０
０
円

︻
申
込
先
︼ 　

講
習
日
の
₁₀
日
前
ま
で
に　

猟
友
会
宇
和
島

支
部
（
村
上
鉄
砲
火
薬
店
内
）
に
て
受
付

☎
₂₂
・
１
０
７
８

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　
（
一
社
）
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
８
９
・
９
３
２
・
０
３
２
５

平
成
₂₉
年
度
狩
猟
免
許
更
新
に
係
る

適
性
試
験
及
び
講
習
に
つ
い
て

　

県
で
は
「
狩
猟
免
許
更
新
に
係
る
適
性
試
験
及
び
講
習
」

を
実
施
し
ま
す
。

︻
申
込
期
間
︼　

希
望
す
る
適
正
試
験
等
実
施
日
₁₄
日
前

︻
日
時
・
場
所
︼

南
予
第
３
会
場　

７
月
₂₇
日
㈭
９
時
〜

　

南
予
地
方
局
7
階
大
会
議
室　

宇
和
島
市
天
神
町

南
予
第
５
会
場　

９
月
₁₀
日
㈰
９
時
〜

　

南
予
地
方
局
7
階
大
会
議
室　

宇
和
島
市
天
神
町

︻
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

南
予
地
方
局
森
林
林
業
課　

☎
₂₂
・
３
１
６
３

語
学
研
修
生
・
留
学
生
・
農
林
業
等
研
修
生
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
松
野
町
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し
て
、
研
修
等
の

有
為
な
人
材
育
成
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　老齢基礎年金を受け取るのに必要な期間（受給資
格期間）が、「₂₅年」から「₁₀年」に短縮されるこ
とになりました。日本年金機構では、これまでに対
象となる方に黄色の封筒（A ４サイズ）をお届けし
ています。制度の開始は、平成₂₉年８月１日（最も
早い年金のお支払いは平成₂₉年₁₀月）です。まだ、
請求手続をされていない方は、今すぐねんきんダイ
ヤルにお電話を。
　予約の上、年金事務所にて手続を行ってください。

年金請求書の手続漏れがありませんか？

が届いた方は
年金

今すぐ
予約の

を受け取れます。
お電話を！

「ねんきんダイヤル」

黄色の封筒

０５７０－０５－１１６５

０５０で始まる電話でおかけになる場合はTel.０３-６７００-１１６５
月曜日（月曜日が休日の場合は、休日明けの初日）／8：30～19：00
火～金曜日／8：30～17：15　第2土曜日／9：30～16：00
◎土曜・日曜・祝日（第2土曜を除く）はご利用いただけません。（いい老後）

短縮
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◆ 平成₂₉年₁₀月から、医療療養病床に入院している₆₅歳以上の方の光熱水費のご負担額が下表のように見直されま
す。

医療療養病床に
入院している
₆₅歳以上の方

現在
（平成₂₉年9月まで）

平成₂₉年₁₀月から
平成₃₀年３月まで

平成₃₀年４月から

・ 医療の必要性の低い方 ₃₂₀円 ₃₇₀円 ₃₇₀円

・ 医療の必要性の高い方
　（指定難病の方以外） ０円 ₂₀₀円 ₃₇₀円

・ 指定難病の方
・ 老齢福祉年金受給者 ０円 ０円 ０円

◆ 　この見直しは、在宅療養や介護保険施設に入所する方には、現在すでに１日₃₇₀円の光熱水費をご負担いただい
ていることを踏まえたものです。そのため、上表のように段階的に変更し、１日370円の光熱水費のご負担をお願
いすることとなります。

◆　ただし、指定難病の方･老齢福祉年金受給者については、引き続き負担を求めません。

※ 　今回の光熱水費の見直しは、医療療養病床に入院する₆₅歳以上の方が対象であり、65歳未満の方や、一般病床・
精神病床等に入院されている方は対象外です。

【問い合わせ先】
●国民健康保険にご加入の方▶▶▶　町民課　☎₄₂－₁₁₁₃
●後期高齢者医療制度の方▶▶▶▶　町民課　☎₄₂－₁₁₁₃､ または、県後期高齢者医療広域連合まで　☎₀₈₉－₉₁₁－₇₇₃₃

～医療療養病床に入院している₆₅歳以上の皆さんへ～
平成₂₉年₁₀月から光熱水費の負担が変わります

平成₂₉年度の保険料額決定通知書を７月中旬にお送りします。
保険料は、一人ひとりに等しくかかる「均等割額」と、所得に応じた「所得割額」の合計額です。

・保険料（年額）は₁₀円未満切り捨てで、限度額は₅₇万円です。
・世帯（世帯主と被保険者）の所得に応じ、均等割額の９割、₈．₅割、５割、２割が軽減される場合があります。
・ 所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から₃₃万円（基礎控除額）を差し引いた額が₅₈万円以下の方は、こ

れまで所得割額が５割軽減されていましたが、平成₂₉年度は２割軽減になります。
・ 後期高齢者医療制度に加入する前日に会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった方（国民健康保険及び

国民健康保険組合は除く）は、所得割額の負担はありません。均等割額については、これまで９割軽減されてい
ましたが、平成₂₉年度は７割軽減になります。ただし、世帯の所得が低い方は、均等割額の９割または₈．₅割軽減
が受けられます。

・ 納付方法は、年金から天引きされる「特別徴収」と、納付書または口座振替で納める「普通徴収」の２通りがあります。
前年度と納付方法が変更になっている方もいますので通知書を必ずご確認ください。

※詳しくは、保険証と一緒にお送りする「制度のご案内」をご覧ください。

【問い合わせ先】　町民課　税務係　☎₄₂－₁₁₁₂

～後期高齢者医療制度加入者の皆さんへ～
保険料の通知書を送付します

一人当りの

保険料（年額）

均等割額

₄₆，₃₀₈円

所得割額
（総所得金額等 － ₃₃万円【基礎控除額】）

× 所得割率₉．₁₆％
＝ ＋
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※1 　世帯収入の合計額が₅₂₀万円未満（１人世帯の場合は₃₈₃万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が₂₁₀万円以下
の場合も含みます。

※2　過去₁₂か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

【問い合わせ先】　町民課　☎₄₂－₁₁₁₃

70歳以上の方の上限額（月ごと）
ご自身がどの適用区分に該当するかは、被保険者証または限度額認定証でご確認いただけます。

適用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

現
役
並
み

課税所得
₁₄₅万円以上の方 ₄₄,₄₀₀円

₈₀,₁₀₀円
＋（医療費－₂₆₇,₀₀₀円）×１%

〈多数回 ₄₄,₄₀₀円 ※2〉

一　

般
課税所得
₁₄₅万円未満の方（※1） ₁₂,₀₀₀円 ₄₄,₄₀₀円

低
所
得
者

Ⅱ 住民税非課税世帯
₈,₀₀₀円

₂₄,₆₀₀円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入₈₀万円以下など） ₁₅,₀₀₀円

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

₅₇,₆₀₀円
₈₀,₁₀₀円

＋（医療費－₂₆₇,₀₀₀円）×１%
〈多数回 ₄₄,₄₀₀円 ※2〉

₁₄,₀₀₀円
年間上限

₁₄万₄,₀₀₀円

₅₇,₆₀₀円
︿多数回₄₄,₄₀₀円﹀

︵※₂︶

₈,₀₀₀円
₂₄,₆₀₀円

₁₅,₀₀₀円

【平成29年７月まで】 【平成29年８月から】

○平成29年8月から、高額療養費の上限額が変わります
　全ての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間での世代間の公平が図られるよ
う、負担能力に応じたご負担をいただく必要があります。
　そのため、平成₂₉年８月から、₇₀歳以上の方の高額療養費の上限額が変わります。
　皆さまのご理解をお願いいたします。

高額療養費制度とは、
　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支払いいただいた
分を払い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。
　平成₂₉年８月から、₇₀歳以上の方の上限額が下表のように変わります。

国民健康保険及び後期高齢者医療制度加入者（₇₀歳以上）の皆さんへ

　東京オリンピック・パラリンピック競技
大会組織委員会では、東京₂₀₂₀大会に向け
て、今年度から使用済小型電子機器等から
回収する「金」・「銀」・「銅」のリサイクル
金属を活用してメダルを制作するプロジェ
クトが全国で展開されています。
　本町でもこの趣旨に賛同し右記のとおり
回収を開始しますので、リサイクルによる
環境保全のためこれまで実施しています使
用済小型家電の回収と併せて、メダルプロ
ジェクトにご協力をお願いします。

【回収開始】平成₂₉年７月３日㈪～　※量が確保でき次第終了します。

【回収場所】 コミュニティセンター玄関（奥側ボックス） 役場 窓口（テーブル上）

【回収品目】携帯電話・デジタルカメラ・ビデオ
カメラ・小型ゲーム機・電子辞書・
オーディオプレーヤー・付属品等

携帯電話のみ（専用）

【問い合わせ先】　建設環境課　☎₄₂－₁₁₁₅

ご協力ください！
「都市鉱山からつくる！　みんなのメダルプロジェクト」
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後期高齢者医療保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月下旬にオレンジ色の封筒で郵送します

　現在お持ちの保険証（青色）の有効期限は、平成₂₉年７月₃₁日㈪です。
　８月１日㈫からは、新しい保険証（オリーブ色）に変わります。
　【交付対象者】　　₇₅歳以上の方
　　　　　　　　 　　₆₅歳から₇₄歳の一定の障がいがある方
　　　　　　　　　　（本人の申請に基づき、県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた方）
　【一部負担割合】　　１割または３割　※平成₂₈年中の所得によって決定します。
　【交付の時期】　　新しい保険証は、７月下旬に郵送します。
　　　　　　　　　　８月直前になっても届かない場合や不明な点がある場合は問い合わせてください。
　　　　　　　　　　なお、８月以降新たに75歳となる方の保険証は、誕生日の前月に郵送します。
　　　　　　　　　　新しい保険証が届いたら、住所・氏名や一部負担割合などを必ず確認してください。
　　　　　　　　　　※有効期限の切れた保険証は、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。
○保険料について
　平成₂₉年度の保険料額決定通知書を７月中旬にお送りします。
　納付方法は年金から天引きされる「特別徴収」と、納付書または口座振替
で納める「普通徴収」があります。前年度と納付方法が変更になっている方
もいますので、通知書を必ずご確認ください。
※ 詳しくは、保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のご案内」を

ご覧ください。
　【問い合わせ先】町民課　☎₄₂－₁₁₁₃

国民健康保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月下旬に青色の封筒で郵送します

　現在お持ちの保険証の有効期限は、平成₂₉年７月₃₁日㈪です。
　８月１日㈫からは、新しい保険証をご使用ください。
　・保険証の色が変わります。 　◆一般被保険者：薄桃色　　　　➡　　うぐいす色
    　◆退職被保険者：サーモン色　　➡　　もえぎ色
　・世帯主の方へ加入者全員分を同封して郵送します。※納税相談が必要な世帯には別途通知します。
　・台紙に貼り付けて郵送しますので、はがしてお使いください。
　・保険証を受け取ったらすぐに内容を確認し、誤りや変更がある場合は、町民課窓口に届出をしてください。
　・₇₀歳以上の高齢受給者証と保険証は一体型となっております。
　・  年度途中で₇₅歳になられる方や退職者医療制度から一般の国民健康保険に移行する方は年度途中までの有効

期限ですので、更新については別途通知します。
　・簡易書留での郵送や窓口での交付を希望する方、送付先を変更したい方は７月７日㈮までにご連絡ください。

　※ 有効期限の切れた保険証は役場町民課または吉野生支所まで返却してい
ただくか、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。

○保険税について
　・平成₂₉年度の国保税決定通知書を７月中旬にお送りします。
　【問い合わせ先】町民課　☎₄₂－₁₁₁₃

みなさんの納める保険税は、国保制度を支えるための大切な財源です。
納め忘れなどがないようご協力をお願いします。
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平成₃₀年度採用の職員を募集します。
職　種 人　数 受　　験　　資　　格

事 務 Ａ 若干名 昭和₆₃年４月２日以降生まれで、大学卒業または平成₃₀年３月卒業見込みの方
事 務 Ｂ 若干名 昭和₅₃年４月２日から昭和₆₃年４月１日までの間に生まれ、民間企業等での職務経験が５年以上ある方

看 護 ３名程度 昭和₄₃年４月２日以降生まれで、看護師又は准看護師資格を有する方（平成₃₀年３月末日までに取得見込
みを含む。）

栄 養 士 若干名 昭和₅₈年４月２日以降生まれで、管理栄養士資格を有する方（平成₃₀年５月末日までに取得見込みを含む。）
機能訓練
指 導 員 若干名 昭和₅₈年４月２日以降生まれで、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・柔道整復師・あん摩マッサージ

指圧師の資格を有する方（平成₃₀年３月末までに取得見込みを含む。）
介 護 Ａ ５名程度 昭和₆₃年４月２日以降生まれで、介護福祉士資格を有する方（平成₃₀年３月末までに取得見込みを含む。）
介 護 Ｂ 10名程度 昭和₄₃年４月２日から昭和₆₃年４月１日までの間に生まれ、介護福祉士資格を取得している方
児 童
指 導 員 若干名 昭和₅₈年４月２日以降生まれで、児童指導員任用資格を有する方又は小学校・中学校・義務教育学校・高

等学校・中等教育学校の教諭免許を有する方（平成₃₀年３月末までに取得見込みを含む。）
保 育 士 若干名 昭和₅₃年４月２日以降生まれで、保育士資格を有する方（平成₃₀年3月末までに取得見込みを含む。）

消 防 職 ６名程度

○ 平成５年４月２日以降生まれで、高等学校卒業以上の学歴を有する方又は平成₃₀年３月卒業見込みの方
若しくは高等学校卒業程度以上の学力を有する方

○普通自動車免許（AT車限定を除く。）を有する方（取得見込みを含む。）
○高所恐怖症でない方

【１次試験】
職　種 内　　　　　　　　　　容 試　　験　　日

事 務 Ａ 教養試験（大卒程度）、事務適性検査、作文 ９月₁₇日㈰
事 務 Ｂ 社会人基礎試験、職務適応性検査、作文 ₁₀月₁₅日㈰
看 護 職 看護師適性検査、作文

９月₁₇日㈰栄 養 士 栄養士専門試験、職場適応性検査、作文
機 能 訓 練 指 導 員 教養試験（高卒程度）、事務適性検査、作文
介 護 Ａ 教養試験（高卒程度）、職場適応性検査、作文
介 護 Ｂ 社会人基礎試験、職務適応性検査、作文 ₁₀月₁₅日㈰
児 童 指 導 員 教養試験（高卒程度）、事務適性検査、作文

９月₁₇日㈰保 育 士 保育士専門試験、職場適応性検査、作文
消 防 職 教養試験（高卒程度）、消防適性検査、作文
※２次試験は、１次試験合格者のみに通知します。

※受験資格等の詳細は、各試験案内で確認してください。
【採用年月日（予定）】平成₃₀年４月１日

【試験案内・志願票】
○消防職以外の職種は、組合事務局管理課、組合福祉施設または組合ホームページにあります。
○ 消防職は、消防本部総務課、鬼北消防署、吉田・津島分署、組合事務局管理課、宇和島市・松野町・鬼北町人事

担当課または消防本部ホームページにあります。※郵便で請求する場合は、「職員志願票請求」と朱書きした封筒に、
返信用封筒（₉₂円切手を貼り、宛先を書いた長形３号サイズ）を同封し、各問い合わせ先へ郵送してください。

【受付期間】下記期間の執務時間中（必着）
試　験　区　分 受　付　期　間

事務Ａ・看　護・栄養士・機能訓練指導員
８月１日㈫～８月₂₃日㈬

介護Ａ・児童指導員・保育士・消防職
事務Ｂ・介護Ｂ ８月₂₈日㈪～９月₁₅日㈮

【問い合わせ先】
消防職以外の職種 消　　　防　　　職

〒₇₉₈⊖₈₆₀₁　宇和島市曙町１番地
宇和島地区広域事務組合管理課人事係　　
☎₂₂⊖₈₆₆₄

〒₇₉₈︲₀₀₆₀　宇和島市丸之内5丁目1番18号
宇和島地区広域事務組合消防本部総務課　
☎₂₂⊖₇₅₃₉

宇和島地区広域事務組合職員募集
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平成30年

国民健康保険制国民健康保険制

この10年で、

70歳以上の高齢者数は に、１.３倍
国民医療費は になりました。

団塊世代が全員75歳以上になる2025年には、

国民医療費の総額は

にもなる見込みです。

１.３倍

６１.８兆円

都道府県も国民健康保険制

にもなる見込みです。

国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、

〈見直しの背景〉

見直しの柱

国民健康保険制度は、日本の国民皆保険の基盤とな

「所得水準が低く保険料の負担が重い」「財政運営が

赤字の保険者も多く存在する」という構造的な課題を抱

国の責任として約3,400億円の追加的な財政支援
（公費拡充）を行います

平成３０年度から 都道府県も国民健康保険の保険

見直しによる主な変更点

（公費拡充）を行います。

都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険者
となり、それぞれの役割を担います。

平成３０年度から、都道府県も国民健康保険の保険

者となります。（資格や保険料の賦課・徴収等の身近

な窓口は、引き続きお住まいの市町村です。）

平成３０年度以降の一斉更新から、新しい被保険者

証等には、居住地の都道府県名が表記されるように

なります。

都道府県と市町村の役割分担

都道府県の主な役割

・財政運営の責任主体

・国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
広域化を推進広域化を推進

・市町村ごとの標準保険料率を算定・公表

・保険給付費等交付金の市町村への支払い

年4月から

制度が変わります制度が変わります

42.3兆円
1.3 倍

【 国民医療費 10年ごとの推移 】

27.0兆円
33.1兆円

1995年 2005年 2015年

制度を担うことになりました

平成３０年４月から、これまでの市町村に加え、

1995年 2005年 2015年

都道府県

なる仕組ですが、「年齢構成が高く医療費水準が高い」

不安定になるリスクの高い小規模保険者が多く、財政

抱えていました。

険

運営方針の策定
（県内の統一的方針）

都道府県が市町村ごとに
決定した国保事業費納付
金を市町村が納付

市町村

険

近

に

市町村

市町村

保険給付に必要な費用を、
全額、各市町村に支払う
（交付金の交付）

市町村の主な役割

・国保事業費納付金を都道府県に納付

・資格を管理（被保険者証等の発行）

・標準保険料率等を参考に保険料率を決定
・保険料の賦課・徴収

・保険給付の決定、支給
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国⺠健康保険制度の
都道府県内での保険効果①

●都道府県内で保険料負担を公平に支え合うため

準に応じた国保事業費納付金 ( 保険料負担 )

保険給付費等交付金として市町村に対して支払

て大きく安定します。

新しい財政運営の仕組み

●都道府県は、市町村ごとの標準保険料率を提示

で比較できるようになります。

保険料の賦課・徴収

●市町村はこれまで個別に給付費を推計し、保

府県に納付金を納めるため 都道府県の示す標

サービスの拡充と保
●都道府県は、安定的な財政運営や効率的な事

効果②

府県に納付金を納めるため、都道府県の示す標

方式や予定収納率に基づき、それぞれの保険料

都道府県内の統一的な運営方針としての国民

効率化、標準化、広域化を推進していきます。

●広域化により、平成30年度から、同一都道府県内

前と同じ世帯であることが認められるときは、高

され、経済的な負担が軽減されます。

●今後 市町村は より積極的に被保険者の予●今後、市町村は、より積極的に被保険者の予

行い、地域づくり・まちづくりの担い手として、

国⺠健康保険は、国⺠皆保険
持続可能な社会保障制度の確

国⺠健康保険の窓口は、平成 30 年 4 月

平成30年度からの制度⾒直し

お問い合わせ先 町民課

※ このお知らせは厚生労働省作成のひな形を参考に作成し

※ 制度改正の内容は、平成29年5月時点の法令等に基づき

の⾒直しによる効果
険料負担の公平な支え合い

め、都道府県が市町村ごとの医療費水準や所得水

の額を決定し、保険給付に必要な費用を全額、

払います。これにより、市町村の財政は従来と比べ

( 標準的な住民負担の見える化 ) し、市町村間

険料負担額を決定してきましたが、今後は都道

標準保険料率等を参考に それぞれの保険料算定

保険者機能の強化
業運営の確保のため、市町村との協議に基づき、

標準保険料率等を参考に、それぞれの保険料算定

率を定め、保険料を賦課・徴収します。

健康保険運営方針を定め、市町村が担う事務の

内で他の市町村に引っ越した場合でも、引っ越し

高額療養費の上限額支払い回数のカウントが通算

防・健康づくりを進めるために様々な働きかけを防 健康づくりを進めるために様々な働きかけを

関係者と連携・協力した取組を進めます。

とりで

険の最後の砦です。
確⽴を図るため、

以降も引き続き松野町です。

しにご理解、ご協力をお願いいたします。

しています

きます（作成時点）

問い合わせ先　町民課　☎₄₂︲₁₁₁₃
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７月の森の国行事予定表

日 曜
日 予　　定

１ 土

２ 日 広見川等清掃美化活動 当 河野整形外科クリニック ☎₂₂︲₁₈₂₂当松澤循環器内科 ☎₂₅︲ ₅₈₅₈
当こばやし小児科 ☎₂₃︲₁₁₅₀当溜尾整形外科 ☎₅₂︲ ₃₁₃₃

３ 月 健康診査・がん検診／豊岡前公民館

４ 火 健康診査・がん検診／松野町隣保館

５ 水 粗大ごみ収集日／基幹集落センター（９：₃₀～₁₁：₀₀）

６ 木

７ 金

₈ 土

₉ 日 当加藤整形外科 ☎₂₂︲₇₁₁₁当 わたなべﾊｰﾄｸﾘﾆｯｸ ☎₂₅︲₁₇₁₇
当こおり小児科 ☎₂₄︲₅₆₃₃当大野内科医院 ☎₄₅︲₀₁₄₁

₁₀ 月

₁₁ 火

₁₂ 水

₁₃ 木

₁₄ 金

₁₅ 土 滑床アマゴ釣り大会／滑床渓谷
商工会ゆかたまつり／ JR松丸駅周辺

₁₆ 日 当二宮整形外科 ☎₂₅︲₈₆₀₀当笹 岡 内 科 ☎₂₄︲₃₈₈₆
当 やくしじこどもｸﾘﾆｯｸ ☎₂₄︲₁₃₈₆当 旭川荘南愛媛病院 ☎₄₅︲₁₁₀₁

₁₇ 月 海の日 当小川クリニック ☎₂₃︲₃₅₉₉当 吉田内科泌尿器科医院 ☎₂₅︲₁₃₃₀
当 上田小児科・外科 ☎₂₅︲₀₁₀₀当市立津島病院 ☎₃₂︲₂₀₁₁

₁₈ 火

₁₉ 水

₂₀ 木 小中学校終業式

₂₁ 金 郡小学校水泳競技大会

₂₂ 土

₂₃ 日 当 上甲外科クリニック ☎₂₅︲₅₈₁₁当 沖内科クリニック ☎₂₅︲₃₃₃₅
当山 下 小 児 科 ☎₂₃︲₀₀₅₅当 鬼北町国保三島診療所 ☎₄₈︲₀₀₇₄

₂₄ 月

₂₅ 火 乳がんマンモ検診（骨量測定有）／松野町保健センター

₂₆ 水

₂₇ 木

₂₈ 金

₂₉ 土

₃₀ 日 滑床渓谷沢歩き／滑床渓谷 当植木整形外科 ☎₂₂︲₀₀₂₂当 くきた内科クリニック ☎₂₆︲₂₂₆₀
当こおり小児科 ☎₂₄︲₅₆₃₃当 鬼北町国保愛治診療所 ☎₄₆︲₀₀₀₅

₃₁ 月

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

水

木  延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金  松丸・吉野・蕨生・奥野川

　　※吉野葛川地区…毎週火曜日

不　燃　物 資　　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火  

水 　

木 　

金  延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

　※上 　 家 　 地…第１・第３金曜日
　※吉野葛川地区…第２・第４月曜日

ＰＥＴボトル びん・かん
月

火

水 町内全域

木

金

　※上 　 家 　 地…第２・第４水曜日
　※吉野葛川地区…第１・第３水曜日

古　　　紙
月 　

火 延野々 ･ 豊岡 ･ 富岡 ･ 上家地 ･ 目黒

水 　

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金 　

　※上 　 家 　 地…第２火曜日
　※吉野葛川地区…第１木曜日

７月３日㈪から分別・収集が変わります！

ごみ収集日程表

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！

U
R

L :http
://w

w
w

.tow
n.m

atsuno.ehim
e.jp/

E
-m

ail:m
-soum

u@
tow

n.m
atsuno.ehim

e.jp

※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。
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